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「蝉しぐれ」に風景を読む

漆原和子・高花達也・高瀬伸悟・高木康平・野島祥代・宮崎員実•井上昌彦・石塚健太

藤沢周平の小説「蝉しぐれ」の中に盛り込まれた自然描写から地形や気候の再現が可能かどうかを検討

し，小説で扱われた自然景観を復元することを研究目的とした小説の中の自然描写から庄内平野にある山

形県鶴岡市が舞台であると断定できた．小説の記述を確かめるために1鳩岡での現地調査をおこない，その結

果と地形因や地質図で庄内平野の特性を調べたところ，この平野部は向斜軸に相当し，沈降傾向にあること

がわかったまた日本海側にのびる幅の広い砂丘は，背斜軸があり隆起傾向にある地域であるその砂丘

地の南の延長上にある弱線に沿った地域に温泉があることも確認できたこのような地形，地質上の特色は，

鶴岡付近が洪水多発地域であることを示している鶴岡は江戸時代においても洪水が多く，治水が必要な地

域であることが浮かび上がった普請組の河川管理の仕事を助左衛門と文四郎の職位として扱ったのは登

場人物達に現実性をもたせる点で重要であることがわかった藤沢周平のこの小説における優れた自然描写

は．小説の中から自然景観の復元を可能にしかつ，その景観が実在する鶴岡とその周辺部と合致するもの

であることが確認できた

キーワード：洪水，地質構造，砂丘，庄内平野

Key words : flood. geological structure, sand dune. Shonai alluvial plain 

I はじめに

藤沢周平作品には風景描写の優れた作品が多

い．中でも「蝉しぐれ」は，季節感濫れる城下町と

その周辺の自然描写が描かれているこの作品を

読みながら，地形や気候を再現することが可能か

どうかを試してみたいと考え，法政大学文学部

地理学科3~4年生の参加する2006年度前期の「自

然地理学演習III」で授業のテーマとしてとり上げ

た後期には3年生の現地調査の結果にもとづい

て， 3年生が主としてこの論文をまとめた「蝉し

ぐれ」の章ごとに記載されている文章から事象を

プロットし，地図を作ることを目的に作業を始め

た同時に文献を調べるうちに，井上ひさしが文

藝春秋(1994)や，山形新聞社(2002)で既に地図を

描いていることを知ったまた2005年10月に「ト

ランヴェール」 (JR東日本企画 トランヴェール

編集部）に，2006年10月には「太I湯」（別冊太陽編

集部）に「蝉しぐれ」がとりあげられた 2006年11

月に特に藤沢作品の「蝉しぐれ」に焦点を絞って，

鶴岡の紹介や小説のイメージを紹介する写真の特

集を組んだ「朝日ビジュアルシリーズ週刊藤沢周

平の世界」が朝日新聞社から発刊 されたので，そ

れも参考にした．このように「蝉しぐれ」は多くの

文献や雑誌で特集が組まれており，海坂藩は鶴岡

市であるということは既に述べられているが，鶴

岡市以外にこの自然描写にあてはまる場所はない

のかを検証したまた，江戸時代の交通手段であ

る徒歩と馬による人々の移動距離と移動時間の算

出をし， この描写にあてはまる場所の特定を試み

た 文学を味わうという観点からは程遠く，むし

ろ叙情的作品から自然地理的事象を読み解くとい

う作者が意固しなかった読み方をしているのかも

しれない しかしこの作品は自然描写が優れて

おり，文学作品でありながら文章中に十分に自然

地理的事象を系として結びつけることができる材

料が盛り込まれていた

自然地理学演習IIIのゼミでの検討結果を記録

にとどめておきたいと考え，この論文にまとめた．

小説の記述から，自然景観の復元をすることを一

つの試みとしておこなった結果である
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第 1表 小説に書かれた気候に関する記述

頁 イ9丁- 小説の中の記述 読み取れる事実

灰いろの雲は、時どきその重さに堪えかねたように垂れ下がり 、そこ
61 9 ~ からつめたいみぞれや乾いた霰を降らせるのだった。雪は例年よりも
遅れていた。 毎年降雪のある地域

159 7 
そしてあっという間に冬が来て、例年より雪の多い長い冬が過ぎた三
月の始めに、

89 2 梅雨が終わって暑い夏が来た。 梅雨がある

315 12 花の香がにおう四月半ば～ 開花の時期が遅い

325 3 ~ 
(P315「四月半ば」から）半月ほどたって非番の日が来たとき、～田植え

5月にまだ田植えをしている
も全部終ったわけではなかった。

332 18 穂がいろづきはじめたころ、 一夜領内を大風が吹き抜けて稲が倒れた。台風と思われる風

第2表 小説に書かれた地形に関する記述

頁 行 小説の中の記述 読み取れる事実， 6 蛇行しながら北東にむかう。 北東流河川を有する平野

23 10 江戸は海坂藩城下から百二十里のかなたにある町である。 海坂藩のおおよその位置

62 1 
領国の三方を取りかこむ山々は雪をかぶって七合目まで白くなっ

三方を山に囲まれている地形
ている。

131 10 ~ 毎朝浜で上がる魚を城まで急送するのが仕事の、 海からさほど遠くない位置

456 16~ 
なだらかに起伏する砂丘に入った。そして冬の強い海風のために

海辺に砂丘地がある
幹が斜めに傾いている黒松の林を抜けると、

456 19 ~ 
箕浦は小さな港を持つ漁師村だが、それよりも村はずれに十軒ほ

海岸に温泉宿がある
どの湯宿で知られている村である。

II 調査方法

「蝉しぐれ」（文春文庫） （2005)の47刷版を用い

て，小説の舞台となっている地域を特定し，小説

で描かれた風景を地図として復元する作業をおこ

なったまた，地域の大地形や気候などの記述か

ら，モデルとなった場所が鶴岡であることを特定

したさらに，詳細な考察をする材料として，現

地調査をおこない，文献資料などの収集をし，

作品の中の自然描写が合致することを確認した．

その上で 小説から読み取り，作成した地図を検

証した小説に記述された地表の地形配列の条件

を満たす地下構造のモデルを庄内平野の地質図

や参考文献をもとに作成した

m 海坂藩の特定と地図化

1.海坂藩の位置の特定

「蝉しぐれ」の舞台となった場所を特定するため

に，作品中の大地形，小地形や気候などの自然描

写の記述から， 地域の特定を試みたまた，本文

に記述されたものの中から，位置を特定するため

に用いた表現を表にまとめた気候に関する記述

をまとめたものが第1表である地形に関する記

述をまとめたものが第2表であるこの二つの表

をもとに，海坂藩の特定を以下のようにおこなっ

た．

まず，気候に関する記述の中で， 4月半ばに桜

の季節が訪れることや，田植えの最盛期が5月と

いうことから，東北地方の北部か北海道南部とい

うことが特定できる しかし，この小説の舞台は

江戸時代であり，小氷期であることを考えあわせ

ると， 北海道南部ではないだろうと想定できる

さらに，梅雨があるという記述から東北地方北部

であり，北海道南部ではないことが特定できる

次に，地形に関する記述をまとめた第2表にも

とづいてさらに海坂藩の位置の確認をすすめ

た．城下の南西にある丘から北東に向かい小川が

流れ下り，五間川に合流するという情景描写で，

この物語は始まっているこのことから，小説の
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第 1図 「蝉しぐれ」の舞台となった景観

要所に何度も登場する五間川が北流していること

を読み取ることができる次に．「江戸は海坂藩

城下から百二十里のかなたにある町である」とい

う記述から，百二十里は480kmに相当するため，

束北地方の北部となるただし．江戸から街道筋

で480km北とすると太平洋側では北上川流域にな

り． 川が北流するという記述と符合しない した

がって日本海側の東北地方北部と限定することが

できる

次に地形に関する描写で，「領国の三方を取り

かこむ山々」とある日本海側の束北地方で，かつ．

三方を山々に囲まれる平野部という条件を満たす

平野は，秋田平野，庄内平野．新潟平野の3平野

となるこの3平野のうち，砂丘がn本海側にあり，
海岸沿いに温泉があるのは新潟平野と庄内平野で

ある．このことと，川が北流する条件をあわせて

満たす平野は庄内平野のみである．さらに庄内平

野には鶴岡と酒田の二つの城下町があるが，酒田

は川が南流する点と，浜までの距離が近すぎる点

で符合しない．したがって海坂藩は鶴岡である

ということを特定した

写真 1 「月りの曲がり」の舞台となった大きく蛇行す

る内川小真木原町付近

2. 海坂藩の地図化

本文に記載された風娯描写と記述されている事

象を．地図化する作業をおこなったまず．本文

の記述のみで位附を確定できる事柄を規模の違い

から大地形図（第1図）と市街図（第2図）にわけ．略

圏を作成した

大地形図では．海坂藩が三方を山に囲まれ．平

野部を流れる五間川と城下の西部を流れる小川に

囲まれている様子を描いた小川は第2図で示す

ように文四郎の住む組屋敷の裏手を流れる小川の

ことで，この小川は城下の南西に位箇する丘から

城下に向かい，蛇行しながら海坂藩城下に流下す

る． さらに北束へと流れを変え．五間川と合流し

て日本海へと流出している五間川もまた蛇行

しながら城下の平野部を流れる河川である

本文中に記載されている事象から，舞台となっ

ている景観を拾い上げると次のようである「柳

の曲がり」と「鴨の曲がり」は，五間川が蛇行して

流路を変えている地点である「鴨の曲がり」付近

の現在の風景は，写真lに示した．洪水被害に悩

まされていた海坂藩では， この五間川に堤防を築

き対策を立てているだが，平野部で水が得や

すいことが稲作においては好条件となり，海坂藩

の周囲は水田に囲まれているこの平野部は，欅

御殿のある金井村付近まで続いている．五間川の

緩やかな流れは下流では幅十間を超え，砂州を形

成する． しかし，上流部の金井村付近ではまだ河

川の幅は狭い． 金井村は城下から上流へ約6kmに

- 59-



漆原和子・高花達也・高瀕伸悟・高木康平・野島祥代・宮崎箕実 ・井上昌彦・石塚健太

繭人町

虞”こ町
JJ. /II 竺日立
矢場町 1 ［三こ］ 旦町I巨屯-

JJ.I ~--• '~ 

L囮凸記阻＝
-f宮凸i1し

Jl 

口

』． 濠原町

減下の西を流れる小/II

□号=::::::::::::: f7i 
I戸

第2図 海坂藩の城下の町名と文四郎の青年時代の住居周辺図

位置しており，丘の麓にあるこの付近は，欅な

どの木立が広がっている．

第1図の北部の海岸付近は．砂丘が複数の列を

なし，小説の中では砂丘上に日本海側からの強風

によって偏形したクロマツの林があるこの林を

抜けると漁師村の箕浦があり， ここには湯宿があ

ると設定されている

次に海坂藩市街固を作成した（第2図）． この図

には，小説から読み取れる記述から，位置の確定

ができる町名や建物を地図化した城下を流れる

2本の河川についてはその位置から内川が小説

の中の五間川にあたり，青龍寺川が城下の西を流

れる小川に相当すると考えた海坂藩城下町の規

模に関しては，鶴岡市史編纂委員会(1964,1965) 

で，寺町が軍事的にも防御の役割を果たすように

配置されていると述べていることや， 1916年発行

の5万分の1地形図「鶴岡」を参考に決定した．

次に，「城下町鶴岡」 （大瀬， 1985)の地図を元

図として用い，第2図の海坂藩の市街図を実際の

市街固にあてはめてプロ ットしなおしたのが第3

図である小説の中の町名は，実在する町名を使

用しているものと．町の機能を町の呼び名として

呼んでいるものがあるただし，実在する町名は，

町名を使用しているが実際の位置とは異なるこ

とが多い第3図では前者を番号で表し，後者

を濃淡や斜線を用いて表し．その違いを表現し

た市街図作成にあたって小説の中の用いた事

象を第3表に示したなお，小説に町名が出てき

ていても位置の特定ができないものは地図上に

プロッ トせずに除外した

IV 庄内平野の地形の特色

庄内平野の記述に「水田が広がる， 山の麓に集

落がある，五間川は洪水を起こす」という平野の

地形全体に及ぶ記述がみられた現地調査の結

果鶴岡のある庄内平野南部は．きわめて平坦で

非常に起伏の少ない地域であったそこで． 5万
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第3図 「蝉しぐれ」から推定した海坂藩城下を現在の鶴岡市の地図上に示した図
（町名： 1与力町． 2内匠町 3矢場町． 4丑屋町， 5山吹町． 6天神町． 7染川町， 8小舟町． 9吉住町 10元
結町． 11漆原町］2神明町． 13鍛冶町 14新鍛治町． 15百人町． 16青柳町． 17鷹匠町． 18染物町 19曲
師町．建造物と場所の名前： A千烏橋． Bあやめ橋． c行者橋， D白萩御殿． E杉ノ森御殿． F横山屋敷． G
三ノ丸． H馬揃えの広場． I馬場前）

分の1地形図「鶴岡」から河川の平均勾配を求めて

みると，赤川は17/10,000で内川は5/10,000ときわ

めてゆるい傾斜となっていた 日本の多くの平野

は，山地から平野部にかけての河川の傾斜が急変

するに伴い，平野への移行点で必ず扇伏地が形成

されるのが一般的であるが鶴岡付近の山麓部に

はこのような特色はみられなかった写真2には

庄内平野南部，井岡付近の山麓部の様子を示した．

山麓には残丘状の丘陵か山脚が，平坦な平野と明

瞭な境界をなして接するまた，海岸部では幅約

3kmにも及ぶ広い海岸砂丘が存在しているこれ

らの特徴を地形図で確認した（第4図，第5図）．

5万分の1地形図「湯殿山」「酒田」「鶴岡」と地質

図（土谷ほか， 1984)を参考に庄内平野の鶴岡付近

の地形を考えると， l）山地から平野に急変する， 2)

平野に起伏がほとんどなく平坦である， 3）河川は

北側へ流下する， 4)日本海側の河口に近い位置に

は幅の広い砂丘があることが特色であることがわ

かったこれらのことから，平野部は沈降傾向で

あり，砂丘は隆起傾向にある地域であることが推

定できるさらに， 5万分の1地質図「鶴岡」を参考

写真2 庄内平野南部井岡付近の丘陵地と，扇状地の

発達しない平坦な平野．水田の下部には泥炭

地が発達する

に庄内平野の特色をみると． 以下のようである（第

6図）．

i)日本海側の砂丘地はその南にある 山地の背斜

構造の延長線上にあり，鶴岡城下の平野部には向

斜軸があり，平野は沈降傾向にある．

ii)平野の東側の山地には断層が複数走っていて．

山地は断層の上盤側に相当する したがって東

側の山地は隆起域である

iii)砂丘地の日本海側には温泉が分布する．温泉
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第3表 小説に書かれた城下町に関する記述

小説の中に書かれている町名など 記述筒所

矢楊町 普請組組屋敷 P.9 L2-6 P.12.L7-8 P.14.LS P 27.Ll3 P.47:Ll P 77:Ll6-l 7 P 92.Ll -2 
・i'r柳町居駒塾小野迅場 P.15:Ll 1 P85 L8-9 P 351 L6-7 P 437:Ll 1 P 445.Ll5 
鍛冶町石栗道場 P.15-Ll 1 P.19 Ll2 P 72 L5-6 P 198-Ll P.445 Ll5 
あやめ橋 P22L5 
対岸の商家と魚市場 P22L8-9 

行者橋 P28•L5 
行者橋つきあたりの屋敷町 P28:L7 
神明町 熊野神社 P 33:L8 P 256.Ll3 
白萩御殿 P.34:L7 P.69:L7 
日抜き通り P 34-Ll2 P.198 Ll 
餅菓子届 P 35•L19~ P 36•Ll 
吉住町 P 37 L18~19 P.42•L12 ~ 13 
三の丸 郡代屋敷 P.51.L3 P.53 Ll8-19 
歴敷町，無人の商人町 P53Ll5~16 
元結町木戸口 P53Ll8 

与力町 P54.L7 
天神町 P.54.L7 
曲師町 P54.L7 
陽匠町服部の家 P 54.L7 P 99 L9-10 P 166 L4-5 P 172 L9-10 
染物町 与之助の家 P.54.L8 P 301.Ll0-12 
馬揃えの広場 P55.Ll7 
漆原町 逸平の家 P66L7 P68L9 P77Ll6-17 
山吹町 P69L7 P70L3~4 P85•L8~ 9 
小舟町 P69:Ll6 
千島橋 P72L5~6 

照円寺 P 78.Ll -2 P 250 L3 P 260 L3 
内匠町 拝領屋敷 P.91.Lll-12 
百人町龍典寺旧街道 P 103.Lll P.110.Ll2-13 P.111.L2-5 P.112:L2-3 P 119.L9-12 
荊典寺→組屋敷 P 123-UO Ll5 P 124:Ll 4-16 P 125.L6 P 126:Ll 7 
北屋町 P.128.Ll-2 Ll9 P.144 L9-12 P.206:L4-5 
組屋敷→茸屋町 P.129.LlO-l l P 130 Ll6-18 

新鍛冶町 P.144:L7~8 

馬場前 家老屋敷 P.166:L4-5 P.421:L9-10 

染川町 P 238 L12-13 P 14-16 
杉ノ森御殿 P.280.L9 P.281 LS P 415.LS P.421:L9-10 
新たに引っ越した家 P.292 LS P 301.Lll ~ 15 
横山屋敷 P.91:Lll-12 P.413:Ll9-P.414U P.414L4 L7-ll P452L3 

あやめ橋から二つ目の下流の橋 P.414.Ll5 

の湧出位置は断層線や弱線と関連していると思わ

れる

ii) 9,000-8,000yB.P.，海水準が一20mに達すると，

吹浦付近や大山，藤島鶴岡の北部にも渇湖が拡

大したさらに，庄内平野の地形発達を研究した有賀

(1984)は，次のように古環榜とその年代を明らか

にしている．

i) 12,000~ 11,000yB.P.，海水準が一50mに達した

当時の海岸線は現在よりも沖に位骰し，その当時

の酒田付近には潟湖が広がっていた

iii) 8,000-7,000yB.P.，海水準が一15mに達した

この頃潟湖はさらに拡大し，その海岸線のおよそ

の位置は，鶴岡北西部では少なくとも15-16km

内陸側にあった．

iv) 7,000-5,000yB.P.，海水準がー10m付近にな
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第 4固 5万分の 1地形図 (2000)から作成 し
た地形概略固 第5図 第4図の赤川下流域の拡大図
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砂

第6図 第 4図中のA-B基線に沿った地質断面モデル回

ると，内陸側に移動してきた砂州が，現在の海岸

線付近に到達した砂』州の内陸にあった渇湖はこ

の頃から縮小しはじめたが，鶴岡北西部には遅く

まで湯湖が残った

まだ庄内砂丘について角田(1975)を簡略化し

て紹介すると以下のとおりである

i)砂丘中にはクロスナ I層，クロスナII層，

ロスナ皿層のクロスナ層がある

II)層内の炭質物や土器片，石器類から，クロス

ナII層の形成年代は約3,500年から1,300~1,400年

ク
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第4表 小説に書かれた洪水に関する記述

頁 I行 小説の中の記述

47 | 1-1第2章全体が台風の記述となっている。
198 I 5 

近ごろはるかな川上の山にしきりに低い雲がかかるのが見え、多分そのせいで、二、三日前から川の
水がふえつづけていた。

301 110 -I 島崎与之助の家は、五間川が増水するとじきに水が出る染川町にあり 、文四郎が住む組屋敷は捨物町
の裏手にある。

その秋はくまなく領内の河川を回って、水流の変化、土手の崩れなどを調べ、記録するのが文四郎の
8ー仕事となった。はげしい風雨で土手が崩れたと聞いて、数里の道を馬で駆けつけることもあったし、

430 | 1また時には人の姿も稀な水源までさかのぼって、谷）1|の土砂の堆積を調べることもあった。

16 -領内の河川を見回る仕事は、田畑を回る仕事よりも緊張を強いられた。検分は村役人と一緒にするこ
とが多かったが、わずかな見のがしが河川の氾濫につながったりする恐れがあるからである。

前である

iii) 17世紀には既に砂丘の形成期になっていたこ

とからクロスナ皿層はそれ以前であり，少なくと

であることなど，川の増水状態が人々の生活に大

きな影響をもたらしていたことが読み取れる．そ

こで，江戸時代の庄内平野の洪水について文献を

も砂丘の固定期は17世紀以前である． 調べた

以上のようにすでに庄内平野の完新世における 鶴岡市史編幕委員会(1964)が調べた結果を第5

古環境が明らかになっている 表にまとめたその結果，内川と赤川は頻度高く

大洪水を起こす川であることがわかり天保4年

v 庄内平野の洪水 には鶴岡市街が湖のようになったしたがって

「蝉しぐれ」の中の洪水に関する記述では海坂

藩の城下で洪水が懸念され，五間川の上流の堤防

を破堤するという大事件があったその際文四郎

の父助左衛門の発案で破堤場所の変更をし，文四

郎がそのことで父を尊敬するという場面の設定が

あるこのように，小説の中で洪水は，話の展開

に大きく関っているそこで，第4表に小説の中

に記述されている詳細な河川の内容をまとめた．

第2章の増水は秋が深まった季節の嵐の際発生し，

強風を伴ったものであるとの記述があることか

ら，台風によるものと推定できるさらに第2章

の中には，雨が降ると濠の水が橋桁にまで届きそ

うになること，五間川が増水することなどの描写

があるまた，「出水を放罹しておくと城下の半

分が水浸しになりそれを防ぐためにはこれまで

どおり五間川の上流で堤を切るしかない」という

記述から，小説の中では五間川の堤を切らなけれ

ばいけない状態が過去にもあったことがわか

る． さらに文四郎が働く普請組の仕事の中で，城

の鎚が一定の回数鳴らされると，出水の合圏とな

ることが決められていたり，河川の見回りが重要

「蝉しぐれ」の中で洪水をこの地域の大事件として

扱ったことは海坂藩のモデルは鶴岡であり．普

請組という職を助左衛門や文四郎の職位としてい

ることは読者に一層の現実感を植え付ける効果

をあげているそして．洪水がこの小説の重要な

テーマであることは庄内平野の特性を余すとこ

ろなく用いているといってよいであろう．

第5表は鶴岡市史編祉委員会(1964)に記述され

た洪水に関することのみをまとめたものである

が，鶴岡では江戸時代に何回もの洪水が確認され

ているその発生月日は． 6月， 7月が多く，梅

雨前線の影響が大であることがわかるさらに．

1802年3月に赤川の土手が決壊しているのは融雪

水の影響が考えられるまた．鶴岡市史編蘇委員

会(1964)には，「市内を流れる内川（江戸時代初期

の河川改修工事以前の赤川本流）の赤川への落ち

口（合流点）が．当時の大宝寺松原を出ると間もな

い場所にあったため．赤川が増水すると堤防が破

れなくても内川の排水が悪くなり，洪水を起こし

た時には逆水が赤川から内川に押し入り ，鶴岡

市内が滞水の場所にもなった」と，記述されてお

り，洪水が起こる原因は．単に降水最の増加と直
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接関連しているのではないことがわかった

「復元大系日本の城1」（坪井ほか， 1993)によると，

鶴岡の歴史は天正11(1583)年に上杉氏が領地とし，

大宝寺城（現鶴ヶ岡城）を築いたことから始まるが，

これらの洪水を防ぐために赤川の治水工事をおこ

なったのが，慶長6(1601)年に大宝寺城へ入封し
よしあさ

た最上義光であるという．義光は，大宝寺城を鶴ヶ

岡城と改めて隠居所とし，城下町を整備するだけ

でなく，鶴岡を洪水の被害から防ぐために，市内

を蛇行しながら流れる旧赤川の流路を変える付け

替え工事もおこなったその付け替え工事に関し

ては，鶴岡市史（鶴岡市史編纂委員会， 1964)に詳

細な記述がある．それには「市内を蛇行しなが

ら流れる旧赤川を，熊出（現朝日村）から東に流し，

さらに下流の屈曲を減らして流れを早くさせるた

めに，赤川への落とし口（合流点）をさらに下流に

下げて逆流を防いだ同じ頃水田に水を引く灌

漑用水として青龍寺川も造られた内川と青龍寺

川は共に赤川の支流であるため，赤川の水源の山々

に大雨が降り，熊出の大水門が破れると，内川が

溢れて城下町が水浸しになったこともあった」と

ある． しかし，最上義光がこれらの赤川の治水工

事をおこなったことによって，鶴岡の町は洪水の

第 5表 鶴岡に関する洪水史

年号 西暦 日付 洪水の記録

究文3 1663 7月 11日城下の 3分の 2が浸水。
ヶ 4 1664 7月 11日内川の五つの橋が落ちる。

延宝2 1674 7月 4日牢屋が浸水。

宝永4 1707 6月 14日庄内大洪水。

享保8 1723 6月 1日烏居川原と紙漉町が浸水。
，， 14 1729 8月10日筑橋が流される。
延享元 1744 7月 12日家二軒が流される。

宝暦3 1753 7月 16日厩が没水。

文化5 1808 3月23日
赤川の土手決壊、苗津付
近浸水。

文政5 1822 7月 3日
七日町橋と簸橋が流され
る。

，， 10 1827 7月 7日上肴町が没水。
，， 11 1828 7月 10日洪水あり。詳細不明。
天保4 1833 6月26日鶴岡全体が湖のようになる。
，， 10 1839 6月28日洪水あり。詳細不明。

万延元 1860 12月27日
三の丸が没水、一日市町
は船で通行。

（餞岡市編纂委貝会． 1964を簡略化）

被害を最小限にとどめ，発達していったのである．

庄内平野の海岸には幅広い砂丘地帯がある．こ

の砂丘と洪水の関係については貝塚ほか(2005)に

記述があるそれによると，「赤川は，漂砂や飛

砂によって河口がしばしば遮られたため，かって

は砂丘の裾を北上し，最上川と合流して日本海へ

注いでいた．冬季に河口が遮られることは春先

に融雪洪水を起こす原因のひとつになっていた

庄内平野の排水状況を改善させて洪水を解消する

ために， 1972年に砂丘を横断する放水路を造り，

赤川の流路を変える工事が行われた」とある．し

たがって今日では大洪水の発生は回避されてい

るといえる

V1 まとめ

小説の中に題材として扱われている事柄は，鶴

岡とその周辺部の実際の自然特性や自然景観を良

くあらわしていることがわかったこの小説を題

材に考察したことをまとめると以下のとおりであ

る．

i)鶴岡のある庄内平野は， 向斜と背斜が連続し，

数本の逆断層を持つ．そのため，扇状地がほとん

ど発達しない平坦な平野であるという地下構造を

持っている

ii) i)の特性を持つ平野は傾斜がきわめてゆる

く，河川は大きく蛇行し，洪水が起こりやすい

そのため，治水をすることによって街が発達して

いったこのことが小説の背景として取り扱われ

ているために，主人公が現実性をもってくる．

iii)江戸時代の鶴岡の地形特性，気候特性，自然

災害上の特性を文四郎の成長過程の背景として用

い，忠実に再現しているために，読者が江戸時代

の生活を疑似体験できるという効果を発揮してい

る．

iv)藤沢周平は「蝉しぐれ」の舞台である海坂藩を，

単に架空の城下町として描いているのではなく，

実際の鶴岡の気候や地形，歴史などを踏まえて執

箪したことがわかった

これらのことが，「蝉しぐれ」の物語に，鶴岡の

歴史に実際にあったのではないかと思わせるほど
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の現実性をもたせており ，多くの読者を惹きつけ

ている要因なのではないかと思われる
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